
職

ゾ

皿
行
　
　
館
次
番

．
発
　
　
　
民

ハ
日
号
公
清
・

葡
－
卿
代

．
4
5
松
　
松

商
－
郡
富

4
第
城
　
話

和
　
　
頸
長

昭
　
　
東
館
電

印刷松代印刷所

四
七
年
度

．
、
．
．
＝
、
、
．
．
．
、
．
廃
棄
物
処
理
、
総
合
セ
ン
タ
ー
等
…
…

　
過
日
三
月
八
日
よ
り
四
日
間
の
日
程

を
も
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
予
算
議
会
と
称

せ
ら
れ
る
定
例
町
議
会
が
開
か
れ
、
日

程
に
従
っ
て
議
題
提
出
が
行
な
わ
れ
原

案
ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
先
ず
会
議
録
署
名
議
員
の
指
名
が
行

な
わ
れ
、
次
に
会
期
の
決
定
を
行
な
い

請
願
、
陳
情
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
当
日

議
決
を
み
た
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

議
第
網
号
　
　
昭
和
四
六
年
度
一
般
会

　
計
松
代
町
才
入
才
出
補
正
予
算
（
第

　
五
号
）
才
入
才
出
を
そ
れ
ぞ
れ
五
、

　
六
六
七
四
千
円
を
減
額
、

議
第
二
号
　
　
昭
和
四
六
年
度
特
別
会

　
計
松
代
町
国
民
健
康
保
険
才
入
才
出

　
補
正
予
算
（
第
四
号
）
才
入
才
出
を

　
そ
れ
ぞ
れ
＝
二
、
六
九
五
千
円
減
額

議
第
三
号
　
　
昭
和
四
六
年
度
特
別
会

　
計
農
業
共
済
事
業
補
正
予
算
．
、

　
（
家
畜
保
険
金
七
〇
〇
千
円
）

議
第
四
号
　
　
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員

　
恩
給
組
合
資
産
管
理
組
合
規
約
の
変

　
更
に
つ
い
て
。

　
　
（
当
町
に
関
係
あ
り
ま
せ
ん
）

議
第
五
号
　
　
新
潟
県
上
越
農
業
経
済

　
圏
施
設
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
（
新
ら
た
に
規
約
の
中
に
養
護
老
人

　
ホ
ー
ム
の
設
置
及
び
管
理
等
が
加
わ

　
り
ま
し
た
）

議
第
六
号
　
　
松
代
町
青
少
年
間
題
協

　
議
会
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
第
一
条
第
二
項
を
第
五
条
と
す
る
）

議
第
七
号
　
　
松
代
町
手
数
料
条
例
の

　
一
部
を
改
正
。

　
（
条
例
の
中
の
文
字
の
変
更
で
す
）

議
第
八
号
　
　
消
防
に
協
力
援
助
し
た

　
者
の
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
◎

　
（
消
防
活
動
に
よ
り
団
員
が
災
害
に

　
あ
っ
た
場
合
等
は
県
消
防
団
員
等
公

　
務
災
害
補
償
条
例
に
準
じ
、
町
が
行

　
う
こ
と
を
き
め
た
も
の
で
す
）

議
第
九
号
　
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
！

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制

　
定
に
つ
い
て
。

　
（
大
字
松
代
に
出
き
た
総
合
セ
ン
タ

　
ー
の
管
理
な
ど
を
定
め
た
も
の
）

議
第
一
〇
号
　
松
代
町
公
民
館
設
置
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
（
町
の
公
民
館
の
建
物
番
地
の
変
更

　
で
す
）

議
第
一
一
号
　
松
代
町
交
通
安
全
指
導

　
員
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
交
通
安
全
の
た
め
に
安
全
指
導
を

　
強
化
す
る
目
的
で
指
導
員
が
一
五
名

　
設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
）

議
第
一
二
号
　
松
代
町
廃
棄
物
の
処
理

　
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
（
本
町
に
お
け
る
廃
棄
物
を
適
正
に

　
処
理
し
、
生
活
環
境
を
清
潔
に
す
る

　
こ
と
に
よ
り
、
生
活
環
境
の
保
全
及

　
び
公
衆
衛
生
の
向
上
を
図
る
こ
と
を

　
目
的
と
し
た
も
の
で
、
廃
棄
物
の
処

　
理
や
、
家
庭
の
ま
わ
り
の
清
掃
等
を

　
定
め
た
も
の
で
す
）

議
第
＝
二
号
　
松
代
町
農
業
共
済
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
。

　
（
主
と
し
て
養
蚕
共
済
、
家
畜
共
済

　
に
関
す
る
も
の
で
す
）

議
第
剛
四
号
　
松
代
町
農
業
労
働
力
調

　
整
協
議
会
設
置
条
例
等
を
廃
止
す
る

　
条
例
の
制
定
。

　
（
農
村
の
変
化
す
る
実
状
に
と
も
な

　
い
労
働
力
調
整
協
議
会
の
必
要
が
な

　
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

　
と
か
ら
廃
止
し
た
も
の
で
す
）

議
第
馳
五
号
松
代
町
議
会
議
員
の
報

　
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
。

議
第
網
六
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

　
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定
。

議
第
軸
七
号
　
松
代
町
特
別
職
の
職
員

　
の
給
与
に
閑
す
る
条
例
の
一
部
改
正

議
第
一
八
号
　
松
代
町
教
育
委
員
会
教

　
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間
等
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
。

議
第
口
九
号
　
松
代
町
職
員
の
旅
費
に

　
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
。

議
第
二
〇
号
　
証
人
等
の
実
費
弁
償
等

　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
。

議
第
二
劇
号
　
松
代
町
職
員
定
数
条
例

　
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

　
つ
い
て
。

　
職
員
の
定
数
は
、

　
　
①
町
長
の
事
務
部
局
職
員
九
〇
人

　
　
③
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
二
人

　
　
⑥
教
育
委
員
会
事
務
部
局
二
〇
人

　
　
ω
議
会
事
務
局
　
　
　
　
　
一
人

議
第
ニ
ニ
号
　
松
代
町
消
防
団
員
の
定

　
員
、
任
免
、
給
与
、
服
装
等
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

　
制
定
。

　
（
八
○
○
名
の
団
員
を
七
五
〇
人
に

　
改
め
、
消
防
に
功
労
あ
っ
た
団
体
・

　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
面
へ
続
く
）

（1）



（2）

　
個
人
を
町
長
が
表
彰
で
き
る
こ
と
と

　
一
身
の
危
険
を
顧
み
る
こ
と
な
く
、

　
そ
の
職
務
を
遂
行
し
、
死
亡
し
、
ま

　
た
は
廃
疾
と
な
っ
た
場
合
、
賞
じ
ゆ

　
つ
金
を
授
与
で
き
る
と
い
う
こ
と
を

　
追
加
し
た
も
の
）

議
第
二
三
号
　
工
事
契
約
の
変
更
に
つ

　
い
て
。

　
（
総
合
セ
ン
タ
ー
の
工
期
変
更
に
よ

　
る
も
の
で
す
）

議
第
二
四
号
　
農
業
共
済
賦
課
額
及
び

　
賦
課
単
価
の
決
定
に
つ
い
て
。

　
（
賦
課
単
価
は
次
の
通
り
に
な
り
ま

　
し
た
）

　
水
稲
共
済
割
、
一
〇
ア
ー
ル
当
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
円

　
蚕
繭
共
済
割
一
箱
当
り
　
　
五
〇
円

　
家
畜
共
済
割
　
一
頭
当
り
一
〇
〇
円

　
均
等
割
　
一
人
当
り
　
　
　
五
〇
円

議
第
二
五
号
　
災
害
復
旧
事
業
負
担
金

　
の
減
免
に
つ
い
て
。

議
第
二
六
号
　
土
地
改
良
事
業
の
実
施

　
に
つ
い
て
。

　
（
会
沢
地
区
、
犬
伏
地
区
の
農
道
開

　
設
事
業
を
定
め
た
も
の
で
す
）

モ
～
』
眠
」
『
当

　
議
第
二
七
号
　
松
代
町
町
民
プ
ー
ル
設

　
　
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
　
（
本
年
度
町
民
プ
ー
ル
第
三
号
が
蒲

　
　
生
に
出
き
る
の
で
、
そ
れ
に
関
す
る

　
　
こ
と
を
追
加
し
た
も
の
で
す
）

　
議
第
二
八
号
　
松
代
町
看
護
職
員
修
学

　
　
資
金
貸
与
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
　
（
町
で
は
保
健
婦
、
助
産
婦
、
看
護

　
　
婦
又
は
准
看
護
婦
を
養
成
す
る
学
校

　
　
又
は
養
成
所
に
在
学
す
る
者
で
、
将

　
　
来
町
内
に
お
い
て
看
護
職
員
の
業
務

　
　
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
て

　
　
修
学
資
金
の
貸
与
を
行
う
こ
と
を
定

　
　
め
ま
し
た
。

　
　
こ
れ
は
文
部
大
臣
が
指
定
し
た
学
校

　
　
や
厚
生
大
臣
が
指
定
し
た
養
成
所
に

　
　
在
学
し
て
い
る
者
、
知
事
が
指
定
し

　
　
た
養
成
所
に
在
学
し
て
い
る
も
の
に

　
　
限
ら
れ
て
お
り
、
月
額
一
万
円
以
内

　
　
と
し
、
卒
業
の
月
ま
で
と
し
て
あ
り

　
　
ま
す
。
く
わ
し
い
事
は
役
場
に
間
合
、

　
　
せ
て
く
だ
さ
い
）

　
議
第
二
九
号
　
松
代
町
町
営
造
営
物
及

　
　
び
土
地
使
用
条
例
の
全
部
を
改
正
す

セ
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i
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4
　
　
　
　
　
　
5
　
　
　
　
　
　
　
ー

－
般
会
計
の
総
額
は
六
億
二
千
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
年
度
当
初
予
算
が
議
決
・
ー

　
か
ね
て
提
出
さ
れ
て
い
た
四
七
年
度

一
般
会
計
才
入
才
出
予
算
が
三
月
八
日

よ
り
の
町
議
会
に
お
い
て
慎
重
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
予
算
は
一
般
会
計
予
算
の
総
額
は

六
二
〇
〇
〇
万
円
で
前
年
度
予
算
に
比

し
七
五
〇
〇
万
円
の
増
加
で
す
。
ま
た

特
別
会
計
予
算
墜
二
九
七
五
万
二
千

円
で
前
年
度
よ
り
九
四
七
九
万
五
千
円

の
増
加
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
の
重
点
事
項
は
概
ね
次
の
と

お
り
で
す
。

の
総
務
課
関
係

　
・
総
合
セ
ン
タ
ー
の
建
設
で
は
、
県

　
　
費
補
助
事
業
を
国
庫
補
助
事
業
に

　
　
変
更
し
、
前
年
度
二
千
万
円
、
過

　
　
疎
債
二
五
〇
〇
万
円
を
受
け
て
、

　
　
四
六
五
五
万
円
で
実
施
し
た
の
で

　
　
本
年
度
は
七
二
四
万
九
千
円
、
過

　
　
疎
債
二
二
〇
万
円
を
受
け
、
工
事

　
　
費
一
〇
八
二
万
円
を
計
上
し
て
、

　
　
そ
の
完
成
を
図
る
こ
と
に
な
り
ま

　
　
し
た
。

　
・
消
防
施
設
の
充
実
を
図
る
た
め
、

　
　
ポ
ン
ブ
、
防
火
水
槽
、
消
化
栓
施

　
　
設
等
の
整
備
計
画
に
基
き
、
自
動

　
　
痕
ポ
ン
プ
一
台
、
水
槽
七
ケ
所
、

　
　
消
防
道
路
三
ケ
所
、
水
路
六
ケ
所

　
　
消
防
器
具
置
場
ニ
ケ
所
を
計
画
。

　
　
二
一
五
四
万
五
千
円
を
計
上

　
・
雪
中
交
通
対
策
事
業
で
は
、
本
年

　
　
度
更
に
雪
上
車
一
台
、
ク
ロ
ー
ラ

　
　
ー
六
台
を
整
備
す
る
計
画
。

口
産
業
課
関
係

　
・
萱
場
線
の
舗
装
工
事
の
促
進
に
つ

　
　
い
て
は
、
本
年
度
二
〇
二
〇
万
円

　
　
を
計
上
、
継
続
実
施
す
る
計
画
。

　
・
一
般
農
道
の
開
設
で
は
、
重
点
事

　
　
業
と
し
て
四
二
五
四
千
円
を
計
上

　
・
林
道
海
老
～
下
山
線
は
多
年
の
懸

　
　
案
と
な
っ
て
い
た
林
道
に
着
工
二

　
　
一
五
六
万
円
を
計
上
。

昆
建
設
課
関
係

　
・
松
代
～
松
之
山
線
の
改
良
工
事
昨

　
　
年
は
町
単
工
事
費
と
し
て
一
五
〇

　
　
〇
万
円
を
も
っ
て
着
工
し
た
が
、

　
る
条
例
の
制
定
。

　
（
こ
れ
は
学
校
を
使
用
す
る
場
合
の

　
使
用
料
の
改
正
で
す
）

議
第
三
〇
号
　
教
育
に
関
す
る
事
務
の

　
委
託
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て
。

　
（
こ
れ
は
大
字
田
代
の
中
学
生
を
刈

　
羽
郡
高
柳
町
に
委
託
す
る
事
を
定
め

　
た
も
の
で
す
）

議
第
三
一
号
　
昭
和
四
七
年
度
一
般
会

　
計
松
代
町
才
入
才
出
予
算
。

　
（
別
記
い
た
し
ま
す
）

議
第
三
二
号
　
昭
和
四
七
年
度
特
別
会

　
計
松
代
町
国
民
健
康
保
険
才
入
才
出

　
予
算
。

議
第
三
三
号
　
昭
和
四
七
年
度
特
別
会

　
計
松
代
町
簡
易
水
道
事
業
才
入
才
出

　
予
算
。

議
第
三
四
号
　
昭
和
四
七
年
度
特
別
会

　
計
松
代
町
農
業
共
済
事
業
才
入
才
出

　
予
算
。

議
第
三
五
号
　
新
潟
県
上
越
地
域
消
防

　
事
務
組
合
の
設
立
に
つ
い
て
。

　
（
上
越
地
域
消
防
事
務
組
合
を
作
り

　
地
域
消
防
体
制
を
と
と
の
え
る
も
の

　
で
す
）
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ー
』
■
■
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■
雪

　
　
本
年
度
は
三
五
〇
〇
万
円
を
計
上

　
・
松
代
～
大
島
線
の
改
修
費
と
し
て

　
　
四
五
二
六
万
五
千
円
を
計
上
。

　
・
菅
刈
、
小
荒
戸
、
池
之
畑
線
の
補

　
　
装
工
事
、
六
〇
〇
万
円
を
も
っ
て

　
　
実
施

四
社
会
課
関
係

　
・
室
野
保
育
所
の
建
設
は
入
所
児
の

　
　
増
加
に
よ
り
常
設
保
育
所
と
し
て

　
　
充
実
化
を
図
る
た
め
、
一
二
六
七

　
　
万
九
千
円
を
計
上
。

　
・
へ
き
地
保
健
福
祉
館
は
国
、
県
の

　
　
補
助
条
件
を
備
え
て
い
る
儀
明
部

　
　
落
の
要
請
に
よ
り
、
五
〇
坪
程
度

　
　
の
施
設
を
計
画
、
そ
の
建
設
費
五

　
　
四
〇
万
円
を
計
上
。

　
・
児
童
遊
園
地
の
開
設
は
昨
年
度
一

　
　
ニ
ケ
所
を
建
設
し
た
が
、
地
区
の

　
　
要
請
に
応
じ
、
本
年
度
は
更
に
一

　
　
〇
ケ
所
を
計
画
。

㈲
教
育
委
員
会
関
係

　
。
第
三
町
民
プ
ー
ル
の
建
設
。
第
一

　
　
第
二
に
引
続
ぎ
、
本
年
度
は
蒲
生

　
　
地
区
に
第
三
プ
ー
ル
を
開
設

　
　
一
七
二
三
万
九
千
円
を
計
上

　
・
教
員
住
宅
の
建
設
。
へ
き
地
勤
務

　
　
教
員
優
遇
の
た
め
努
め
て
き
た
が

　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
面
へ
続
く
）



　
　
本
年
度
は
松
代
に
教
員
住
宅
一
棟

　
　
を
建
設
四
三
四
万
九
千
円
を
計
上

　
・
公
民
館
の
整
備
充
実
を
図
り
、
過

　
　
疎
対
策
の
一
環
と
す
べ
く
、
専
任

　
　
職
員
を
三
名
と
し
、
各
種
関
係
団

　
　
体
の
活
動
を
図
る
ほ
か
、
一
般
者

　
　
の
集
会
の
場
と
し
て
、
そ
の
要
請

　
　
に
応
ず
る
こ
と
に
計
画

因
特
別
会
計
予
算
の
編
成
に
つ
い
て
は

　
前
年
度
予
算
に
準
じ
た
が
、
国
保
特

　
別
会
計
で
は
、
医
療
費
の
一
二
％
値

　
上
に
伴
い
、
保
険
給
付
費
一
五
四
八

　
万
円
の
増
加
と
な
り
、
前
年
度
一
世

　
帯
当
り
の
保
険
税
を
三
〇
〇
〇
円
増

　
額
し
て
計
上
。

　
　
尚
事
業
別
予
算
及
び
そ
の
重
点
事

　
項
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
一
般
会
計
予
算
と
主
な
施
行

　
事
業
経
費
と
負
担
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
単
位
は
千
円
）

①
議
会
費
は
一
一
、
二
四
五
千
円

②
総
務
費
は
八
三
、
四
九
幽
千
円

　
　
昨
年
よ
り
四
六
六
九
万
円
の
減
で

　
　
一
般
管
理
費
三
四
三
四
〇
千
円
文

　
　
書
広
報
費
が
一
六
一
七
千
円
、
会

　
　
計
管
理
費
二
六
〇
千
円
、
財
産
管

　
　
理
費
七
九
六
八
千
円
、
交
通
安
全

　
　
対
策
費
が
一
四
二
七
千
円
、
総
合

　
　
セ
ン
タ
ー
建
設
費
一
〇
八
二
〇
千

　
　
円
、
徴
税
費
一
〇
五
八
九
千
円
、

　
　
戸
籍
住
民
基
本
台
帳
費
三
六
三
二

　
　
千
円
、
選
挙
費
二
二
〇
九
千
円
、

　
　
統
計
調
査
費
三
一
〇
七
千
円
が
主

　
　
な
る
も
の
。

0
民
生
費
は
六
五
、
一
五
九
千
円

　
　
社
会
福
祉
費
の
二
五
一
〇
四
千
円

　
　
で
主
な
る
も
の
は
老
人
家
庭
奉
仕

　
　
員
関
係
と
ね
た
き
り
老
人
医
療
費

　
　
補
助
の
二
二
五
〇
千
円
、
国
民
年

　
　
金
事
務
費
二
一
〇
一
千
円
、
へ
き

　
　
地
保
健
福
祉
館
建
築
費
五
五
三
二

　
　
千
円

　
　
児
童
福
祉
費
が
三
九
八
五
五
千
円

　
　
災
害
救
助
費
が
二
〇
〇
千
円
と
な

　
　
り
ま
す
。

④
衛
生
費
は
－
四
、
八
二
七
千
円

　
　
保
健
衛
生
費
が
九
四
七
一
千
円
、

　
　
清
掃
費
が
五
五
三
六
千
円
で
危
険

　
　
物
、
ゴ
ミ
処
理
費
等
が
主
な
る
も

　
　
の
。

⑤
労
働
費
は
三
、
三
六
九
千
円

　
　
出
稼
組
合
関
係
等
が
一
七
〇
千
円

⑥
農
林
業
費
は
闘
－
O
、
九
七
三
千
円

　
　
農
業
費
が
八
五
三
七
五
千
円
で
、

　
　
林
業
費
は
二
五
五
九
八
千
円
と
な

　
　
っ
て
い
る
。

⑦
商
工
費
は
一
、
O
一
〇
千
円

⑧
土
木
費
は
蘭
四
二
、
二
九
千
円

　
　
土
木
管
理
費
が
三
一
九
六
九
千
円

　
　
道
路
橋
梁
費
が
一
〇
八
七
六
八
千

　
　
円
、
住
宅
費
が
二
二
七
〇
千
円
が

　
　
主
な
る
も
の
。

⑨
消
防
費
は
二
六
、
五
五
七
千
円

　
　
消
防
施
設
費
が
一
二
五
四
五
千
円

　
　
で
、
そ
の
他
非
常
備
消
防
費
の
七

　
　
七
五
八
千
円
と
災
害
対
策
費
の
六

　
　
二
五
四
千
円
で
消
防
ポ
ン
プ
自
動

　
　
車
一
台
、
雪
上
車
運
転
費
用
等

⑩
教
育
費
は
馴
ロ
O
、
三
二
七
千
円

　
　
教
育
総
務
費
が
一
〇
七
五
〇
千
円

　
　
小
学
校
費
が
四
一
八
四
四
千
円

　
　
中
学
校
費
が
二
三
九
二
八
千
円

　
　
社
会
教
育
費
が
二
八
四
五
千
円

　
　
保
健
体
育
費
が
二
一
五
七
一
千
円

　
　
が
主
な
る
も
の
で
、
町
民
第
三
プ

　
　
ー
ル
建
設
、
教
員
住
宅
建
設
等
が

　
　
含
ま
れ
て
い
る
も
の
。

⑪
災
害
復
旧
費
は
四
、
九
二
五
千
円

⑫
公
債
費
は
三
七
、
九
二
七
千
円

③
予
備
費
は
八
、
〇
七
閣
千
円

ぞの他 ぞの他

市町村説 消防費

操入金 公債

県支出金 民　生賢

町　　債 総務賓

地方交付税

教．　育　庸

農　　秣　業　費

土　　ホ　　費

牧　　入 支　　出

り－

本
年
度
の
町
の
施
設
は
こ
の
様
に
〔

47年度松代’町二 般会計9予算図

　
昭
和
四
十
七
年
度
の
重
点
施
策
の
一

つ
で
あ
る
町
民
プ
ー
ル
第
三
号
建
設
工

事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
規
模
は
大
人
用

二
十
五
璽
フ
：
ル
六
コ
ー
ス
（
平
均
深

さ
一
・
三
徊
）
幼
児
用
ブ
ー
ル
（
平
均
深

さ
○
・
七
解
）
で
、
す
で
に
建
設
さ
れ
た

第
一
号
及
び
第
二
号
プ
ー
ル
と
大
体
同

じ
大
き
さ
と
な
っ
て
お
り
工
事
契
約
内

容
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
◎

建
設
場
所

完
成
予
定

請
負
額

工
事
施
工

松
代
町
大
字
小
池
地
内

七
月
三
十
日

一
三
、
九
〇
〇
、
○
○
○
円

株
式
会
社
　
山
崎
組

　
尚
社
会
福
祉
政
策
の
一
環
で
あ
る
室

野
保
育
所
の
新
築
工
事
も
工
事
契
約
が

終
り
木
造
平
屋
建
、
面
積
約
九
〇
坪
の

中
に
近
代
的
な
施
設
が
出
来
上
り
ま
す

契
約
内
容
は
次
の
通
り
。

建
設
場
所
　
松
代
町
大
字
室
野
地
内

完
成
予
定
　
十
月
十
五
日

請
負
額
　
一
〇
、
九
〇
〇
、
O
O
O
円

工
事
施
工
　
鈴
木
組

　
更
に
蒲
生
保
育
所
増
築
工
事
も
調
理

室
等
の
増
築
で
九
四
〇
、
○
○
○
円
の

請
負
額
で
既
に
着
工
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
儀
明
地
区
に
へ
き
地
保
健

福
祉
館
の
新
設
、
松
代
地
区
に
教
員
住

宅
の
新
設
等
の
建
築
工
事
が
計
画
さ
れ

て
お
り
近
く
発
注
の
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
◎佐

藤
さ
ん
ら
に
優
良
無

事
故
運
転
者
表
彰
伝
達

　
東
頸
城
郡
交
通
安
全
協
会
は
、
こ
の

ほ
ど
牧
村
公
民
館
で
開
か
れ
た
総
会
で

新
潟
県
警
察
本
部
長
並
び
に
新
潟
県
交

通
安
全
協
会
長
か
ら
、
優
良
運
転
三
十

年
無
事
故
者
佐
藤
さ
ん
（
松
代
）
、
池
田

さ
ん
（
牧
村
）
、
二
十
五
年
、
十
五
年
、

七
年
な
ど
の
表
彰
伝
達
を
行
な
っ
た
。

松
代
関
係
次
の
通
り
。

三
十
年
佐
藤
一
雄
（
松
代
）
　
二
十
五

年
村
山
松
男
（
室
野
）
　
十
五
年
中
村

重
雄
（
田
代
4
樋
口
堅
治
（
田
野
倉
）

武
田
久
（
名
平
）
菅
井
吉
治
（
名
平
）

志
賀
達
雄
（
千
年
）
笠
原
至
（
松
代
）

小
山
甲
七
（
室
野
）
山
岸
平
一
（
福
島
）

七
年
関
谷
政
一
（
松
代
）
外
三
十
七
名

（3）



　4（

交
通
安
全
指
導
員
生
れ
る

　
松
代
町
で
は
今
年
か
ら
歩
行
者
事
故

の
防
止
と
運
転
者
に
対
す
る
交
通
安
全

指
導
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

交
通
安
全
指
導
員
を
置
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
本
町
に
居
住
す
る
一

八
才
以
上
六
〇
才
未
満
の
人
で
、
交
通

安
全
に
熱
意
を
持
ち
、
交
通
法
規
に
通

じ
て
い
る
人
を
町
長
が
任
命
す
る
も
の

で
す
。
人
員
は
一
五
人
以
内
と
な
っ
て

お
り
、
交
通
安
全
指
導
の
活
動
に
当
る

こ
と
に
な
り
、
こ
の
程
、
次
の
人
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。

関
谷
政
一
・
万
羽
亮
次
・
関
谷
徳
一
郎

笠
原
至
・
樋
口
堅
一
・
品
田
数
四
（
以

上
松
代
）
小
島
猪
之
平
（
犬
伏
）
山
岸

昭
司
・
小
堺
悟
・
小
堺
哲
夫
（
蒲
生
）

小
堺
博
文
（
儀
明
）
小
山
甲
七
・
小
堺

久
松
．
米
持
瑛
（
室
野
）
高
橋
守
雄
（

福
島
）

　
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
協
力
し
、
こ
の

町
か
ら
事
故
の
一
件
も
な
く
な
る
様
に

し
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
写
真
H
初
の
会
議
風
景
）

鞭轟
　
0
　
■
　
．

町
収
入
役
が

　
　
　
変
わ
り
ま
し
た

　
ー
小
堺
さ
ん
ご
苦
労
さ
ん
で
し
た
1

　
長
い
間
、
町
の
収
入
役
と
し
て
重
要

な
仕
事
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、
小
堺
長

平
氏
は
、
四
月
三
〇
日
を
も
っ
て
退
職

さ
れ
ま
し
た
。
後
任
に
は
、
前
総
務
課

長
、
鈴
木
益
蔵
氏
が
議
会
の
承
認
を
得

五
月
一
日
付
を
も
っ
て
着
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
小
堺
さ
ん
は
、
昭
和
二
一
年
三
月
、

松
代
村
収
入
役
に
就
任
、
以
来
二
五
年

間
松
代
村
、
合
併
後
の
松
代
町
と
収
入

役
の
重
任
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
も
の
で

す
。　

後
任
の
鈴
木
さ
ん
は
、
長
い
間
、
町

の
総
務
課
長
と
し
て
一
般
部
局
の
先
頭

に
立
っ
て
町
政
の
実
践
を
行
な
わ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
も
よ
ろ
し
く
と
の

こ
と
で
す
。
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　　　　役場職員の異動がありました
〉…　この程町役場職員の人事異動が発表になりましたのでお知らせいたします。…ぐ

〉…町の仕事の上で、町民の皆さんにいろいろ関係がありますので、よろしくお願…ぐ

〉…い申し上げます・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…ぐ

　　　　　　松代町役場人事異動　　　 （47．5．1発令）
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㎜
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産
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出
共
耕
公
庶
庶

長兼消防・統計係長

員

係

係

長

（選挙係・議会書記）

社会福祉係長兼国民年金係長

土木係
国民健康保険係

（4月1日発令）

（4月1日発令）

経済係長

　　　　係長

職業係長
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一
　
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
岡

藤
田
月
井
谷
野
谷
　
木
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一

　
　
　
　
　
英
　
　
　
　
太
　
　
正
健

男
夫
雄
松
郎
男
平

定
利
利
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三
芳
浩

クト

世
一
男

英
幸
公
好子
満江

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堺
場
木
橋
田
口
潟
岸
川
沢
藤
藤
原

．
佐
島
若
菅
関
茂
関
池
鈴
室
若
柳
小
馬
鈴
高
武
樋
西
山
市
相
佐
佐
福



二
輪
免
許
試
験
の
改
正

　
　
　
　
　
　
　
〈
安
塚
警
察
署
〉

　
こ
の
た
び
道
路
交
通
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、
四
月
一
日
か
ら
二
輪
免
許
の

技
能
試
験
は

　
・
現
在
の
総
排
気
量
二
一
五
㏄
（
小

　
　
型
二
輪
車
）
の
も
の
と

　
・
新
た
に
総
排
気
量
三
〇
〇
㏄
か
ら

　
　
四
〇
〇
㏄
（
大
型
二
輪
車
）
ま
で
の

　
　
も
の
と
に
分
け
て
行
な
わ
れ
ま
す

　
し
た
が
っ
て
小
型
二
輪
車
に
よ
り
技

能
試
験
を
受
け
ら
れ
た
方
は
、
総
排
気

量
一
二
五
㏄
以
下
の
自
動
二
輪
車
に
限

定
さ
れ
た
免
許
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
準
備
の
た
め
大
型
二
輪
車
に
よ

る
技
能
試
験
は
四
月
五
日
か
ら
実
施
い

た
し
ま
す
。

　
次
に
大
型
二
輪
車
に
よ
る
技
能
試
験

に
は
、
直
線
狭
路
コ
ー
ス
走
行
（
一
本

橋
走
行
）
連
続
進
路
転
回
コ
ー
ス
（
ス

ラ
ロ
：
ム
）
等
の
課
題
を
加
え
、
重
心

移
動
、
底
速
時
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
り
方

に
つ
い
て
も
、
採
点
す
る
こ
と
に
な
り
．

ま
し
た
の
で
、
十
分
な
受
験
準
備
を
さ

れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

消
防
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

・
試
験
日

・
試
験
場

・
合
格
発
表

・
試
験
科
目

六
月
中
句

上
越
市

七
月
下
旬

教
養
試
験
（
国
語
、
社

会
、
数
学
）

作
文
、
適
性
試
験
、
体

力
身
体
検
査

組
合
管
内
に
住
所
を
有

す
る
者
又
は
居
住
で
き

る
者
で
高
校
卒
業
程
度

の
学
力
を
有
す
る
満
十

八
才
か
ら
満
二
十
五
才

ま
で
の
男
子

受
験
申
込
書
（
写
真
貼

　
　
　
　
　
付
）
身
上
調
書

　
　
　
　
　
最
終
学
校
卒
業
証
明
書

・
給
　
与
　
初
任
給
三
二
、
一
〇
〇
円

　
　
　
（
四
十
七
年
高
校
卒
の
と
き
）

・
勤
務
地
　
　
組
合
管
内
消
防
署

。
勤
　
務
　
　
隔
日
勤
務

・
採
用
予
定
日
　
九
月

。
そ
の
他

　
五
月
一
日
か
ら
、
上
越
地
域
消
防
事

務
組
合
が
設
立
さ
れ
、
常
備
の
消
防
体

制
が
発
足
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
な
い
、
松
代
町
に
消
防
署

の
分
遣
所
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
勤
務
す
る

消
防
職
員
の
採
用
試
験
要
綱
の
大
要
が

決
ま
り
ま
し
た
の
で
多
数
の
方
々
が
受

験
さ
れ
ま
す
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

尚
詳
細
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
に

お
問
合
せ
下
さ
い
。

。
採
用
予
定
人
員
　
七
二
名
の

　
　
（
松
代
分
遣
所
勤
務
者
　
十
二
名
）

。
申
込
期
間
　
五
月
一
日
～
三
十
一
日

・
受
験
資
格

・
提
出
書
類

　
受
験
申
込
み
は
、

て
お
り
、
申
込
用
紙
は
役
場
に
あ
り
ま

す
。

身
体
検
査
基
準

身
長
　
一
六
〇
伽
以
上

胸
囲
　
身
長
の
％
以
上

体
重
　
五
五
勾
以
上

裸
眼
視
力
○
・
八
以
上

色
弁
力
正
常
の
も
の

聴
力
正
常
の
も
の

　
　
役
場
で
受
け
つ
け

国
税
モ
ニ
タ
ー
の
紹
介

　
納
税
者
と
税
務
署
の
間
に
立
っ
て
、

パ
イ
プ
役
を
つ
と
め
て
い
た
税
務
モ
ニ

タ
ー
は
、
本
年
度
か
ら
国
税
モ
ニ
タ
ー

と
改
称
さ
れ
て
、
さ
ら
に
納
税
者
の
意

見
、
要
望
な
ら
び
に
苦
情
を
モ
ニ
タ
ー

を
通
じ
て
活
発
に
収
集
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

な
お
、
初
の
国
税
モ
ニ
タ
ー
は

　
上
越
市
南
本
町
二
丁
目
十
二
ー
十
六

　
　
　
本
　
間
　
静
　
江

　
　
　
　
（
高
田
農
業
高
校
長
夫
人
）

驚春の行楽・農繁期防犯撫

　
松
代
町
に
も
遅
い
春
が
や

っ
て
き
ま
し
た
。
四
、
五
月

は
各
部
落
の
多
彩
な
行
事
の

た
め
外
出
の
機
会
が
多
く
、

さ
ら
に
農
繁
期
の
忙
し
さ
か

ら
留
守
に
し
が
ち
で
す
。

ご
家
庭
も
職
場
も
、
犯
罪
の

被
害
や
事
故
に
合
わ
な
い
よ

う
に
心
が
け
、
次
の
事
に
注

意
し
て
明
る
い
町
作
り
に
ご

協
力
下
さ
い
。

一
、
戸
締
り
は
確
実
に

　
ア
、
留
守
に
す
る
と
き
は

　
　
必
ず
カ
ギ
を
か
け
ま
し

　
　
よ
う
。

　
イ
、
で
か
け
る
前
に
隣
近

　
　
所
の
人
に
留
守
中
の
こ

　
　
と
を
た
の
む
。

二
、
自
動
車
盗
難
防
止

　
ア
、
青
空
駐
車
を
や
め
、

　
　
カ
ギ
の
か
か
る
車
庫
に

　
　
格
納
す
る
か
、
監
視
の
で
き
る
駐

　
　
車
場
に
駐
車
し
ま
し
よ
う
。

　
イ
、
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

　
　
ド
ア
i
、
三
角
窓
に
必
ず
カ
ギ
を

　
　
か
け
る
。

　
ウ
、
貴
重
品
は
車
内
に
お
か
な
い
。

三
、
少
年
の
非
行
防
止

　
ア
、
親
子
の
話
合
い
の
場
を
つ
く
り

　
　
明
る
い
、
暖
か
い
家
庭
雰
囲
気
を

　
　
作
り
こ
ど
も
の
心
を
豊
か
に
し
ま

　
　
し
よ
う
。

　
イ
、
我
子
に
限
っ
て
と
い
う
気
持
で

　
　
な
く
、
こ
ど
も
の
行
な
い
、
持
ち

　
　
物
、
友
だ
ち
関
係
に
注
意
し
ま
し

　
　
よ
う
o

　
ウ
、
暖
か
く
な
る
に
従
い
夜
遊
び
に

　
　
発
展
す
る
機
会
が
多
く
な
る
の
で

　
　
夜
間
の
外
出
は
で
き
る
だ
け
慎
し

　
　
む
よ
う
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

四
、
水
死
事
故
防
止

　
ア
、
春
耕
で
お
忙
し
い
な
か
で
も
、

　
幼
児
か
ら
目
を
は
な
さ
な
い
よ
う

　
に
保
護
者
は
監
視
し
ま
し
よ
う
。

イ
、
魚
釣
り
の
期
節
に
な
り
事
故
も

　
多
く
な
り
ま
す
。
必
ず
二
、
三
人

　
で
行
く
よ
う
ご
指
導
く
だ
さ
い
。

ウ
、
川
、
池
、
そ
の
他
の
危
険
な
場

　
所
で
こ
ど
庵
が
遊
ん
で
い
る
の
を

　
発
見
し
た
と
き
は
注
意
を
与
え
て

　
水
死
事
故
か
ら
こ
ど
も
を
守
っ
て

　
く
だ
さ
い
。

五
、
火
災
防
止

　
ア
、
モ
ミ
が
ら
焼
き
、
山
野
の
火
入

　
　
れ
な
ど
の
時
期
で
火
災
事
故
を
起

　
　
さ
な
い
よ
う
に
十
分
に
注
意
し
ま

　
　
し
よ
う
o

　
イ
、
子
供
が
ま
ね
し
た
火
遊
び
か
ら

　
　
火
事
を
起
さ
な
い
よ
う
、
マ
ッ
チ

　
　
や
ラ
イ
タ
ー
な
ど
こ
ど
も
の
手
の

　
　
届
か
な
い
と
こ
ろ
に
保
管
し
ま
し

　
　
よ
う
o

15）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
く

皆
ん
な
で
栽
培
ろ
う
ナ
メ
コ
を

　
　
　
　
　
　
明
日
の
我
家
の
く
ら
し
の
た
め
に

　
ナ
メ
コ
栽
培
に
つ
い
て
簡
単
に
概
略

を
述
べ
ま
す
。

一
、
原
木

　
ブ
ナ
、
ナ
ラ
、
イ
タ
ヤ
、
サ
ク
ラ
、

　
ク
ル
ミ
、
ヤ
ナ
ギ
、
雑
木
な
ら
何
ん

　
で
も
よ
い
。

二
、
伐
採

　
昨
年
の
秋
か
ら
今
春
四
月
末
。

三
、
種
駒
打
込
み

　
原
木
一
石
当
り
三
〇
〇
か
ら
五
〇
〇

　
駒
打
込
め
ば
よ
い
。

四
、
伏
せ
込
み

　
ス
ギ
林
、
雑
木
林
の
中
へ
伏
せ
込
め

　
ば
よ
い
。

　
（
日
の
あ
た
ら
な
い
所
）

五
、
発
生
　
　
　
　
　
　
　
・

　
二
年
目
か
ら
発
生
。
三
、
四
年
目
が

一
番
多
く
発
生
し
、
原
木
一
石
当
り

年
に
四
勿
採
取
で
き
る
。
原
木
の
大

小
に
よ
り
発
生
年
数
は
多
少
ち
が
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ6

　
が
、
末
口
の
直
径
の
倍
年
と
み
て
よ

　
い
。

六
、
販
売

　
松
之
山
町
、
大
島
村
に
加
工
工
場
が

　
あ
り
、
販
売
路
の
心
配
は
な
い
。

以
上
簡
単
に
の
べ
ま
し
た
が
、
誰
れ
で

も
簡
単
に
で
き
る
の
で
お
す
す
め
致
し

ま
す
。
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